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＜連絡事項＞
・2/1(土)より、朝食時の味噌汁の提供がなくなるため、献立表の差し替えを行っています。
・1/29（水）昼食メニューに防災食（野菜ジュース）利用の予定でしたが、使用しないことになりましたので、一部メニューが変更となります。

　「ミネストローネ」　→　「キャベツのスープ」

＜患者様連絡事項＞
・千葉　光広様～スタッフ付き添いにて9:30～11:15まで、スタッフ付き添いにて佐々木泌尿器科を受診の為に外出されています。服薬は同内容にて90日分処方となっています。次回の受診は4/21（火）10：00となり、腹部（主に腎臓や膀胱）の超音波検査を実施予定です。検査当日の6～7時頃、容器に半分位尿をとり持参する様に、尿が溜まった状態での検査になる為、水やお茶を飲んで検査時間の10：00に合わせて尿をためてくるように説明がありました。受診日の変更などあった場合は、相談できる為連絡をしてほしいとの事です。
・小田　タネ様～1/28(火)9:00～1/30(木)16:00まで外泊に行かれています。10：03自宅に到着したと連絡がありました。

・石橋　佐太史様～13:00～14:10妹様の付き添いにて郵便局へ外出に行かれています。帰院後は、計画相談についての説明と計画相談員と顔合わせを行っています。妹様より1万円の入金と印鑑の持ち込みあります。印鑑は医事で保管しています。
・坂本　福子様～役場建設課　青木氏へ連絡し汲み取りについての確認をしています。手続きは必要なく下水課もあるのでそちらへ連絡してくれているとのことです。修繕費についても確認するが、年数も経過しているし役場側でもメンテナンスしなければならないため修繕費用はかからないとのことです。還付金は53,700円戻って来ます。今後は三戸便利サービスへの支払いと家賃の滞納分を支払う事になります。
＜要注目患者様＞
・山下　幸子様～今日の深夜6:00ホールにて過ごしていたが、突然、ホールの窓を開けて、外に出て行こうとするところを制止しています。興奮はなく、声かけに対して、「ひねくれている」と言われた事を気にしており、「ここにいる意味がない」「窓から出て飛び降りた方がいい、死んだ方がいいと思って」「東に移動したいです」と話すが、口調は落ち着いています。希望あり、不穏・興奮時リスペリドン内用液(2)1P内服し、希死的な言動や行動はなく過ごされています。日勤はスタッフの促しにてプログラムにも参加することが出来ています。今後も精神状態を観察し、突発的な行動に注意していきましょう。
・戸賀沢　潔様～スタッフの視線を気にする様子や挙動不審な行動は見られています。レストラン移動前に他者より遅く移動することや他患者様がいないのを見計らっている様子もあるため、レストランへの移動はスタッフと共に見守りの患者様と一緒に移動してください。引き続き、不審な行動に注意し、他者トラブルにならないように観察して行きましょう。
・沼端　恵子様～不調の訴えがあり、午前中の作業療法を早退しています。体調については「恵子ちゃんが癌になって寝台列車で運ばれてくる。だから死ぬんだって」と繰り返し話しているが、易怒的になることはなく、スタッフの声掛けには笑顔が見られています。今後も精神状態を観察していきましょう。
・井上　和美様～朝食時にホールにギターを放置したまま40分以上歯磨きを行っています。スタッフの声掛けに、自室に持って行く事が出来ています。今後も他者トラブルに注意していきましょう。
＜勉強会＞
障害福祉サービスについての勉強会を行っています。（資料は下記別紙参照）
障害福祉サービスについて
【障害福祉サービスの概要】
サービスは、ここの障害のある人々の障害程度や勘案すべき事項（社会活動や介護者、居住などの状況）を踏まえ、個別に支給決定が行われる「障害福祉サービス」と市町村の創意工夫により、利用者の方の状況に応じて柔軟に実施できる「地域生活支援事業」に大別される。
「障害福祉サービス」
介護の支援を受ける場合には「介護給付」、訓練などの支援を受ける場合は「訓練等給付」に位置づけられ、それぞれ、利用の際のプロセスが異なる。
サービスには期限のあるものと、期限のないものがあるが、有期限であっても、必要に応じて支給決定の更新（延長）は一定程度、可能となる。
1.サービスに係る自立支援給付などの体系
障害福祉サービスなどの体系
	居宅介護（ホームヘルプ）
	自宅で入浴、排せつ、食事の介護などを行う。

	重度訪問介護
	重度の肢体不自由者又は重度の知的障害者若しくは精神障害により行動上著しい困難を有する物であって常に介護を必要とする人に、自宅で入浴、排せつ、食事の介護、外出時における移動支援、入院時の支援などを総合的に行う。

	同行援護
	視覚障害により、移動に著しい困難を有する人が外出する時、必要な情報提供や介護を行う

	行動援護
	自己判断能力が制限されている人が行動する時に、危険を回避するために必要な支援、外出支援を行う。

	重度障害者等包括支援
	介護の必要性がとても高い人に居宅介護など複数のサービスを包括的に行う。



	短期入所（ショートステイ）
	自宅で介護する人が必要とする人が、病気の場合などに、短期間、夜間も含めた施設で、入浴、排せつ、食事の介護を行う。

	療養介護
	医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の管理、看護、介護及び日常生活の世話を行う。

	生活介護
	常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ食事の介護などを行うとともに、創作的活動又は生産活動の機会を提供する。



	施設入所支援
	施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護などを行う。



	自立生活援助
	1人暮らしに必要な理解力・生活力などを補うため、定期的な居宅訪問や随時の対応により日常生活における課題を把握し、必要な支援を行う。

	共同生活援助(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ)
	夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談、入浴、排せつ、食事の介護、日常生活上の援助を行う。



	自立訓練（機能訓練）
	自立した日常生活又は社会生活が出来るよう、一定期間、身体機能の維持、向上のために必要な訓練を行う。

	自立訓練（生活訓練）
	自立した日常生活又は社会生活が出来るよう、一定期間、生活能力の維持、向上のために必要な支援、訓練を行う。

	就労移行支援
	一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行う。

	就労継続支援（Ａ型）
	一般企業等への就労が困難な人に、雇用して就労の機会を提供するとともに、能力などの向上のために必要な訓練を行う。

	就労継続支援（Ｂ型）
	一般企業等への就労が困難な人に、就労する機会を提供するとともに、能力等の向上のために必要な訓練を行う。


	就労定着支援
	一般就労に移行した人に、就労に伴う生活面の課題に対応するための支援を行う。


2.日中活動と住まいの場の組み合わせ
入所施設のサービスは、昼のサービスと夜のサービスに分かれており、サービスの組み合わせを選択できる。
事業を利用する際には、利用者一人一人の個別支援計画が作成され、利用目的にかなったサービスが提供される。例えば、常時介護が必要な方は、日中活動の生活介護と、住まいの場として施設入所を組み合わせて利用する事ができる。地域生活に移行した場合でも、日中は生活介護を利用し続ける事が可能。
※平成24年に障害者総合支援法が成立し３年後に見直しを図る事が定められ、平成28年に改正障害者総合支援法が成立した。
改正ポイントは大きく３つ！！
1.障害者の望む地域生活の支援
①自立生活援助
対象者：Ａ　定期的な巡回訪問又は随時通報による必要な情報の提供および助言その他の援助が必要な障害者
　　　　　　　Ｂ　居宅において単身（家族と同居している場合でも家族など等が障害、疾病など）の為、居宅において自立した日常生活を営む上で各般の問題に対する支援が見込めない状況にある障害者
支援内容：①定期的な巡回または随時通報を受けて行う訪問
　　　　　　　　②相談対応等の方法による障害者等にかかる状況の把握
　　　　　　　　③必要な情報の絵地経及び助言並びに相談
　　　　　　　　④関係機関（計画相談支援事業所や障害福祉サービス事業所、医療機関等）との連絡調整
　　　　　　　　⑤その他の障害者が自立した日常生活を営むための環境整備に必要な援助
利用期間：１年間（利用期間終了後について、市町村審査会における個別審査を経てその必要性を判断した上で適当と認められる場合には更新を可能とする。）
②.就労定着支援
　　　対象者：生活介護、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援を利用して、一般就労した障害者
サービス利用期間：３年間（１年ごとに支給決定期間を更新）
支援内容：障害者が新たに雇用された事業所での就労の継続を図るため、
①事業所の事業主、生涯福祉サービス事業を行う者、医療機関などの者との連絡調整を行う（法廷事項）
②雇用にともない生じる日常生活または社会生活を営む上での各般の問題に関する相談、指導、助言その他の必要な支援を行う。
　　③重度訪問介護について、医療機関への入院時も一定の支援を可能とする。
      対象者：日常的に重度訪問介護を利用している最重度の障碍者であって、医療機関に入院した者
　　　対象施設：病院・診療所・介護老人保健施設、介護医療院
　　　支援内容：・利用者ごとに異なる特殊な介護方法（例：体位交換）について、医療従事者などに的確に伝達し、適切な対応につなげる
　　　　　　　　・強い不安や恐怖などによる混乱（パニック）を防ぐため、本人に合った環境や生活習慣を医療従事者に伝達し、病室などの環境調整や対応の改善につなげる。
　　④６５歳に至るまで相当の長期間にわたり障害福祉サービスを利用してきた低所得の高齢障害者が引き続き障害福祉サービスに相当する介護保険サービスを利用する場合に、障害者の所得の状況や障害の程度などの事情を勘案し、当該介護保険サービスの利用者負担を障害福祉制度により軽減（償還）出来る仕組みを設ける。
2.その他「障害児支援のニーズの多様化へのきめ細かな対応」3.「サービスの質の確保・向上に向けた環境整備」等があげられる。
3.「介護給付」と「訓練給付」について
自立支援給付と障害福祉サービス
利用者に対して直接行われるサービスの事を法律上では「自立支援給付」と呼ぶ。また、自立支援給付のうち、各事業所で行われている直接的な介護や就労支援などの典型的な福祉サービスの事を「障害福祉サービス」と呼ぶ。
・介護給付：介護を行うためのサービス。具体的には、居宅介護や、施設内で行われる生活介護等が該当する。
・訓練給付：障害者の特性に応じた訓練を実施するもので、生活能力の維持、向上を目指す自立訓練や、就労を目指す就労移行支援などがある。
４．相談支援事業
相談支援事業で行われる相談には、障害福祉サービスを実際に利用するにあたって、本人や家族の状態を判断し、その人に会うサービス計画を作成する　「サービス等利用計画」、施設や病院から地域に出たいという人たちのための「地域移行支援」、地域生活を始めた人をフォローする「地域定着支援」、また障害者福祉に関する様々な問題について、障害者本人や家族等からの相談に応じて、必要な情報の提供、障害福祉サービスの利用支援などを行うほか、権利擁護のために必要な援助を行う「基本相談支援」などがある。
1.計画相談支援
・サービス利用支援：障害福祉サービスなどの申請にかかわる支給決定前に、サービス等利用計画案を作成し、支給決定後に、サービス事業者などとの連絡調整などを行うと共に、サービス等利用計画の作成を行う。
・継続サービス利用支援：支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事業者等との連絡調整を行う。
2.地域相談支援
・地域移行支援：障害者支援施設、精神科病院、児童福祉施設を利用する18歳以上の者等を対象として、地域移行支援計画の作成、相談による不安解消、外出への同行支援、住居確保、関係機関との調整などを行う。
・地域定着支援：居宅において単身で生活している障害者等を対象に常時の連絡体制を確保し、緊急時には必要な支援を行う。
3.基本相談員
障害のある人の福祉に関する様々な問題について、障害のある人や、その保護者などからの相談に対応し、必要な情報の提供、障害福祉サービスの利用支援などを行うほか、権利擁護のために必要な援助も行う。
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